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議会だより益城町

　

２
０
１
６
年
４
月
14
日
21
時
26
分
さ
ら
に
16
日
１
時
25
分
に
発
生
し
た
大
地

震
で
、益
城
町
は
２
度
に
わ
た
り
震
度
７
を
記
録
。亡
く
な
ら
れ
た
方
が
21
名（
他

市
町
２
名
を
含
む
）、
重
軽
傷
者
１
４
３
名
、
住
家
の
全
半
壊
５
５
１
８
棟
な
ど

甚
大
な
被
害
を
う
け
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
本
庁
舎
を
は
じ
め
議
会
棟
も
天
井
や
壁
が
崩
落
し
、
平
成

28
年
第
２
回
定
例
会
（
６
月
議
会
）
の
開
催
が
平
成
28
年
７
月
26
日
と
な
り
、

そ
の
間
の
補
正
予
算
（
復
旧
復
興
関
係
な
ど
）
は
専
決
処
分
に
よ
り
執
行
さ
れ

ま
し
た
。

　専
決
処
分
＝
議
会
の
承
認
を
得
る
ま
え
に
町
長
の
権
限
で
執
行

　

去
る
４
月
14
日
の
夜
及
び
16
日
未
明
に
益
城
町
を

襲
っ
た
震
度
７
の
大
地
震
は
、
20
名
を
超
え
る
方
々

の
尊
い
命
を
奪
い
ま
し
た
。
今
は
た
だ
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
々
の
御
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ば

か
り
で
す
。
今
回
の
震
災
は
わ
が
益
城
町
の
景
観
や

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
基
盤
ま
で
も
ず
た
ず
た

に
破
壊
し
ま
し
た
。
今
な
お
避
難
生
活
で
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
被
災
し
た
皆
様
は
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ

な
が
ら
、
自
ら
立
ち
上
が
り
復
興
へ
の
道
を
歩
ま
れ

努
力
を
重
ね
て
お
ら
れ
ま
す
。
震
災
の
傷
跡
は
あ
ま

り
に
も
深
く
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
災

害
を
教
訓
と
し
て
強
く
心
に
刻
み
、
復
興
の
た
め
の

対
策
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
進
め
災
害
に
強
く
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
町
と
し
て
、
一
日
も
早
く
益
城

町
が
甦
る
よ
う
町
議
会
と
町
が
一
体
と
な
り
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。
今
回
の
大
震
災
に
お
い
て
自
衛
隊
、

消
防
、
警
察
を
は
じ
め
と
し
て
町
消
防
団
や
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
全
国
の
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
ご

支
援
に
大
い
に
感
謝
す
る
も
の
で
す
。
結
び
に
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
御
霊
の
と
こ
し
え
に
安
ら
か
な
ら

ん
こ
と
を
お
祈
り
し
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
深
甚
な
る

弔
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
益
城
町
の
一
日
も
早

い
復
興
を
願
い
し
ま
し
て
追
悼
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

益
城
町
議
会
議
長　

稲　

田　

忠　

則

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
は
、
益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
、
大
き
な

爪
痕
を
残
し
た
。

地
震
発
生
直
後
か
ら
運
転

不
能
に
陥
り
、
稼
働
停
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

被
災
状
況
は
セ
ン
タ
ー
の

心
臓
部
と
い
う
べ
き
、
燃
焼

を
担
う
「
炉
」
本
体
の
歪
み

や
、
固
定
す
る
た
め
の
ア
ン

カ
ー
ボ
ル
ト
の
破
断
を
は
じ

め
、
ダ
ク
ト
や
配
管
、
配
線

等
の
脱
落
及
び
破
断
に
よ
り

操
炉
不
能
と
な
る
。

約
１
月
半
に
及
ぶ
運
転
停

止
の
間
に
、
住
家
の
片
付
け

か
ら
出
る
個
人
搬
入
の
莫
大

な
量
の
可
燃
ご
み
が
発
生
し
、

一
時
は
セ
ン
タ
ー
横
の
町
有

地
に
う
ず
た
か
く
集
積
さ
れ

た
。

　

宇
城
広
域
連
合
・
有
明
広

域
行
政
事
務
組
合
・
九
州
産

廃
へ
の
委
託
処
理
と
合
わ
せ
、

地
震
直
後
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
調
査
・
応
急
修
理
を
お
こ

な
い
、
セ
ン
タ
ー
も
５
月
30

日
か
ら
、
24
時
間
体
制
で
の

フ
ル
稼
働
が
で
き
、
仮
置
き

場
に
集
積
さ
れ
た
可
燃
ご
み

は
、
６
月
24
日
に
す
べ
て
処

理
を
終
了
し
た
。

　

被
災
地
域
の
復
興
に
、
ご

み
処
理
業
務
は
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
仮
復
旧
の
段
階
で

あ
る
が
、
10
月
末
を
め
ど
に

本
復
旧
を
終
了
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

な
お
、
益
城
斎
場
に
は
実

質
的
な
被
害
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
度
の
熊
本
地
震
で
は
、

施
設
内
の
吸
気
フ
ァ
ン
の
破

損
、
脱
水
汚
泥
や
乾
燥
汚
泥

を
計
量
す
る
器
具
の
落
下
及

び
汚
水
槽
内
部
の
ひ
び
割
れ

等
、
軽
い
被
害
は
あ
っ
た
も

の
の
主
要
設
備
機
械
に
被
害

が
な
く
、
水
処
理
工
程
に
お

い
て
特
に
問
題
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
当
施
設
の
処
理

廻
り
の
地
盤
に
つ
い
て
は
、

搬
入
道
路
を
含
め
、
全
体
的

に
約
30
セ
ン
チ
程
度
沈
下
し

た
た
め
、
放
流
水
管
及
び
雨

水
管
等
の
埋
設
管
や
排
水
溝

の
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
た
。

　

そ
の
た
め
、
し
尿
等
の
受

け
入
れ
が
で
き
な
い
状
況
に

あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
職
員
に

よ
る
仮
復
旧
作
業
に
取
り
掛

か
り
、
本
震
後
３
日
で
受
け

入
れ
態
勢
を
整
え
た
。

　

ま
た
、
梅
雨
の
豪
雨
が
重

な
り
北
川
公
園
内
の
亀
裂
が

広
が
っ
た
た
め
、
河
川
側
の

間
知
ブ
ロ
ッ
ク
が
崩
壊
し
な

い
よ
う
に
シ
ー
ト
で
覆
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
団

地
内
道
路
の
一
部
崩
落
に
よ

り
、
セ
ン
タ
ー
の
法
面
の
崩

壊
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
こ

れ
に
は
御
船
町
か
ら
土
留
め

の
応
急
措
置
が
施
し
て
あ
る
。

　

施
設
は
現
在
、
職
員
に
よ

る
本
復
旧
作
業
を
少
し
ず
つ

進
め
な
が
ら
、
問
題
な
く
稼

働
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
被

災
後
の
施
設
の
復
旧
は
順
調

に
進
ん
で
い
る
。

〇 

平
成
28
年
度
益
城
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

１
０
８
億
７
６
９
４
万
２
千
円

を
追
加
し
、
総
額
２
２
０
億
４

１
４
７
万
９
千
円
と
す
る
。

〇 

益
城
町
公
共
下
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

29
億
１
８
６
万
４
千
円
を
追
加

し
、
総
額
44
億
６
８
９
７
万
１

千
円
と
す
る
。

〇
益
城
町
農
業
集
落
排
水
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算

３
０
９
３
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
１
億
１
７
２
８
万
４
千
円

と
す
る
。

〇
益
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）

38
億
２
５
６
３
万
７
千
円
を
追

加
し
、
総
額
２
５
８
億
６
７
１

１
万
６
千
円
と
す
る
。

〇 

政
策
推
進
課
を
復
興
課
に
、

住
民
生
活
課
を
住
民
保
険
課

と
し
、
環
境
衛
生
課
を
新
た

に
設
け
る
。

〇 

災
害
基
本
法
に
基
づ
い
て
支

給
さ
れ
る
災
害
派
遣
手
当
を

定
め
る
。

〇 

熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
者
に

対
す
る
益
城
町
税
等
の
減
免

に
関
す
る
条
例
の
制
定

組
合
議
会
か
ら
の
報
告

益
城
・
嘉
島
・
西
原 

環
境
衛
生
施
設
組
合

御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合復

旧
工
事

“可燃ごみが集積された、仮置き場”

追
悼
の
辞

議会広報編集特別委員会

委 員 長　　中　村　健　二
副委員長　　坂　田　みはる
委　　員　　榮　　　正　敏
委　　員　　松　本　昭　一
委　　員　　下　田　利久雄
委　　員　　上　村　幸　輝

条
例
改
正
及
び
一
部
改
正

専
決
処
分
さ
れ
た
復
旧
・

復
興
に
関
す
る
予
算

壁や天井が崩落し使用不能となった議場
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平
成
28
年
度
益
城
町
一
般
会
計

当
初
予
算
１
１
１
億
６
４
５
３
万

７
千
円
が
現
時
点
で
３
０
９
億
５

７
０
５
万
４
千
円
と
な
っ
て
お
り
、

約
２
０
０
億
円
を
こ
れ
ま
で
の
復

旧
に
要
し
て
い
る
。
ま
た
上
下
水

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
に

も
相
当
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
。

　

現
時
点
で
約
２
０
０
億
円
に
対

し
、
地
方
交
付
税
36
億
１
２
２
万

１
千
円
、
国
庫
支
出
金
71
億
８
９

０
８
万
円
、
県
支
出
金
41
億
４
１

８
７
万
７
千
円
が
補
助
さ
れ
て
い

る
。
残
り
は
町
債
や
基
金
繰
り
入

れ
で
補
っ
て
い
る
。

　

こ
の
先
、
復
旧
復
興
に
は
相
当

の
事
業
費
が
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
国
に
対
し
て
１
０
０
㌫
近
く

の
支
援
を
お
願
い
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

震
災
後
の
町
債
の
発
行
額
が
44

億
４
８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

国
は
町
債
に
対
し
て
交
付
税
で
対

応
す
る
と
の
こ
と
だ
が
満
額
の
対

応
を
期
待
す
る
。

　

平
成
28
年
度
益
城
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
使
用
料

及
び
リ
ー
ス
料
の
中
で
、
仮
設
庁

舎
リ
ー
ス
料
４
億
９
０
３
２
万
円

が
計
上
さ
れ
た
が
、
一
部
議
員
か

ら
復
興
に
１
円
で
も
お
金
が
必
要

な
時
に
リ
ー
ス
料
と
し
て
は
あ
ま

り
に
も
高
価
す
ぎ
る
と
し
て
、
修

正
案
が
提
出
さ
れ
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
た
。

　

修
正
案
に
反
対
の
議
員
か
ら
は

住
民
や
職
員
の
利
便
性
・
安
全
性

と
も
あ
わ
せ
、
交
付
税
措
置
も
あ

り
、
早
め
の
仮
設
庁
舎
建
設
を
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
リ
ー
ス
料
が
２
年
間

で
４
億
９
０
３
２
万
円
、
プ
レ
ハ

ブ
の
庁
舎
に
し
て
は
、
坪
単
価
50

万
円
は
あ
ま
り
に
も
高
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
現
庁
舎
を
仮

補
修
し
て
使
い
な
が
ら
本
庁
舎
の

建
設
を
進
め
た
ら
ど
う
か
な
ど
の

意
見
も
あ
っ
た
。

　

仮
設
庁
舎
リ
ー
ス
料
４
億
９
０

３
２
万
円
は
災
害
普
及
事
業
債
で

補
う
が
、
後
に
45
㌫
〜
85
・
５
㌫

の
交
付
税
措
置
が
と
ら
れ
る
。

　

平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
に
よ
る
甚
大
な
被
害
に
対

し
て
、
議
会
は
町
執
行
部
と
緊
密

な
連
携
の
も
と
全
町
上
げ
て
復
旧

復
興
に
取
り
組
む
た
め
、
災
害
復

興
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

災
害
復
興
特
別
委
員
会
の

主
要
な
業
務

〇 

町
執
行
部
が
行
う
復
興
計
画

等
の
作
成
に
対
し
て
、
議
会

の
意
見
を
取
り
ま
と
め
執
行

部
へ
通
知

〇 

町
執
行
部
が
行
う
復
興
等
に

関
す
る
情
報
を
議
会
へ
提
供

〇 

国
や
県
等
へ
復
興
等
に
関
す

る
要
望
の
取
り
ま
と
め

〇
そ
の
他
議
長
の
指
示
事
項

　

ガ
タ
ガ
タ
ッ
、
ズ
ズ
ッ
ズ

ド
ー
ン
。
腹
の
底
か
ら
込
上
げ

て
く
る
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と

の
な
い
恐
怖
感
、
４
月
14
・
16

日
の
震
度
７
の
大
規
模
直
下
型

地
震
。
我
々
は
、
先
人
た
ち
が

培
っ
て
き
た
営
み
を
た
っ
た
２
、

３
分
で
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま

ず
役
場
に
行
こ
う
と
し
た
が
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
鋪
装
が
跳
ね

上
が
り
、
橋
は
段
差
が
で
き
、

通
れ
る
状
況
で
は
な
い
。
更
に

電
話
、
携
帯
、
防
災
無
線
な
ど

の
全
て
の
情
報
網
が
寸
断
し

て
い
た
。
各
地
区
の
人
々
は
恐

れ
を
通
り
こ
し
茫
然
自
失
状
態
。

我
々
は
こ
れ
を
、『
天
災
』
と
し

て
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
教
訓
と
す
る
に
は
、

あ
ま
り
に
も
辛
す
ぎ
る
。
し
か

し
、
時
間
は
止
ま
ら
ず
、
待
っ

て
く
れ
な
い
。
只
、
我
々
の
使

命
は
、
こ
の
緑
の
大
地
を
未
来

に
繋
ぐ
た
め
に
前
を
向
く
こ
と

だ
！　

復
旧
、
復
興
の
足
音
が

聞
こ
え
る
ま
で
。

　
（
文
責　

榮　

正
敏
）

309億5,705万4千円復興費で膨らむ予算
平成28年度
一般会計予算

大
震
災
の
復
旧
復
興
に

国
の
力
強
い
支
援
を

災
害
復
興
特
別
委
員
会
を

設
置

一
般
会
計
補
正
予
算
の

一
部
を
修
正

第
２
回
定
例
議
会

　平成28年第２回定例議会を７月26日、会期１日間（時間を延長）で開き、報告３件、一
般会計補正予算（第１号）（第２号）など専決処分16件、また一般会計補正予算（第３
号）など補正予算４件、条例改正１件を審議し、一般会計補正予算（第３号）の一部修正
を行い、全議案とも承認及び可決認定した。
　また国に対して被災者生活再建支援法の改正を求めるなどの意見書３件を提出すること
とした。

≪７月議会での主な議案への賛否の状況≫
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専決処分・平成27年度一般会計補正予算（第６号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・平成27年度介護保険特別会計補正予算（第４号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・平成27年度公共下水道特別会計補正予算（第４号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・税条例等の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業等の保育料に関する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・立幼稚園保育料等条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・平成28年度一般会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・平成28年度公共下水道特別会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・平成28年度農業集落排水特別会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・平成28年度水道事業会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・平成28年度一般会計補正予算（第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・課設置条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分・熊本地震による被災者に対する益城町税等の減免 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

一般職の任期付職員の採用等に関する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成28年度一般会計補正予算（第３号）（議員提出修正案） 可 ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成28年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成28年度公共下水道特別会計補正予算（第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

被災者生活再建支援法の改正を求める意見書（議員提出） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

地震からの復旧・復興に係る財政措置を求める意見書（議員提出） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

行政庁舎再建についての国庫補助創設を求める意見書（議員提出） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

災害復興特別委員会の設置について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○：賛成　×：反対　棄：棄権　欠：欠席　可：可決　否：否決　裁：議長裁決　
※議長は賛否同数の場合を除き、通常の採決には加わりません。
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